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１ 団体の概要
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点検評価表（県出資25％未満の財団法人等）

（令和6年4月1日現在）

団　　体　　名 公益財団法人浜松・浜名湖ツーリズムビューロー

所　　在　　地 浜松市中央区板屋町596　EAST　ITAYA25　1階 設立年月日 平成元年6月1日

代　　表　　者 理事長　斉藤　薫 県 所 管 課 スポーツ・文化観光部観光政策課

設立に係る根拠法令等
公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律
一般社団法人及び一般財団法人に関する法律

団体ホームページ https://mice-hamamatsu.jp/

出資者 出資額（千円） 比率（％） 役職員の状況（人）

浜松市 100,000 20.8  常勤役員     1  常勤職員   11 

静岡県 100,000 20.8  うち県OB     -  うち県OB     - 

浜松商工会議所 50,000 10.4  うち県派遣     -  うち県派遣     - 

その他（民間企業等） 230,000 47.9  非常勤役員    9  非常勤職員    6 

役員 計  10 職員 計  17 

基本財産（資本金） 計   480,000 100.0 

設立目的 （定款）

浜松市、湖西市及びその周辺地域の有する文化的・社会的・経済的優位性を生か
し、地域社会の健全な発展を目指し、地域の多様な関係者との連携により地域をブ
ランドとして磨き上げ、国内外の観光客及びコンベンションの誘致等を行うことに
より、観光コンベンションに関連する産業の振興と観光まちづくりを推進し、もって
国際相互理解の増進並びに地域経済の持続的発展及び地域住民の満足度向上に
資することを目的とする。

静岡県観光基本計画に位置づけられている、『しずおかの魅力で幸せと感動を呼ぶ観光サービスの創出』、
『将来にわたる経済発展に向けた来訪者の受入体制の強化』、『訪れる人と迎える地域の満足度を高める観
光ＤＸの推進』の3つの基本方針を推進し、旅行消費額を増大する事を目的とする。

浜松市及び周辺地域への観光客及びコンベンションの誘致・支援を実施している。

https://mice-hamamatsu.jp/


３ これまでの改革の取組

令和３年度 ・ＤＭＯとしての組織体制の整備及び事業の推進

令和４年度 ・ＤＭＯとしての組織体制の整備及び事業の推進

令和５年度
・ＤＭＯとしての組織体制の整備及び事業の推進
・4部体制から２部４課体制に事務局を再編し、柔軟な組織体制により業務の効率
化を図った。

令和６年度
（6月時点）

・ＤＭＯとしての組織体制の整備及び事業の推進
・２部４課体制から２部３課に再編し、柔軟な組織体制により業務の効率化を図る。
・公益認定の公益目的事業を3事業から1事業へ再編統合し、より効果的な事業展
開を図る。



４ 実施事業 （ 単位：千円 ／ R5以前は決算額、R6は予算額 ）

事 業 名 観光振興事業 事業区分 市町補助

R3 R4 R５ R６

119,384 162,746               700,697            296,080 

事業概要

※補助金ではなく、負担金事業である。一部市委託料を含む

①観光関係者団体等との連携事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
②観光プロモーション事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
③観光資源の造成事業
④外国人観光客送客補助金事業（市町負担金47,711千円）
⑤観光キャンペーン開催事業（市町負担金492,191千円）
⑥浜名湖花博20周年記念事業等

実 績 等
・浜名湖観光圏事業
・観光地域づくりプラットフォームの確立
・公式観光情報サイト「浜松・浜名湖だいすきネット」の運営　R5 訪問数　1,073,786件

事 業 名 コンベンション誘致支援事業 事業区分 市町補助

R3 R4 R５ R６

20,610 26,951                 30,346  1へ統合 

事業概要

※補助金ではなく、負担金事業である。一部市委託料を含む

①主催団体・大学等への広域誘致活動
②各種商談会、展示会等への参加
③誘致資料の作成
④コンベンション主催者への支援事業(コンベンション開催助成金など）
⑤コンベンション関連情報の収集・分析

実 績 等
・R5 誘致訪問数 112件、視察受入等22件
・国際MICEエキスポ、応用物理学会展示会への参加
・R5 コンベンション宿泊助成金交付実績　23件、国際会議助成金 3件

事 業 名 公共施設管理運営事業 事業区分 市町委託

R3 R4 R５ R６

18,716 19,992                 32,363  1へ統合 

事業概要 浜松市観光インフォメーションセンターの管理運営

実 績 等
・R5 来場者数　日本人78,906人、外国人1,619人
・外国人観光案内所カテゴリー２として運営、Wi-Fiの提供
・大河ドラマ館の開館・浜名湖花博2024の案内のため、案内スタッフを2人工増員にて対応。

事 業 名 会員サービス事業 事業区分 自主事業

R3 R4 R５ R６

1,069 1,238                    1,208                 1,500 

事業概要
①会員への情報提供
②観光関係優良従業員の表彰
③賛助会員情報交換会の開催等

実 績 等
・メールマガジンの配信（月1回）、会員情報誌の発行（年2回）
・優良従業員表彰式、賛助会員の集い（交流会）
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５ 点検評価（県所管課記載）

① 県の出資の必要性が、現在の
社会経済環境において認めら
れるか

R３決算 R４決算 R５決算 R６予算

 県支出額（千円）  -  -  -  - 

R３.4.1 R４.4.1 R５.4.1 R６.4.1

 県派遣職員（人）  -  -  -  - 

６ 経営上の課題・改善に向けた取組の方向性

点検項目 県所管課意見

県では、「世界の人々との交流の拡大」を図り、県内旅行消費額の増額や宿泊
客数の増加を目標としている。
浜松市、湖西市及びその周辺地域への誘客促進やMICE誘致・支援を行う(公
財)浜松・浜名湖ツーリズムビューローの取組は、当該地域の交流人口の増加
や経済の活性化に寄与していると考えられ、出資の必要性が認められる。

該当なし

該当なし

② 県からの補助金、委託金等の
支出について、必要性、有効性
が認められるか

③
県からの職員派遣について、
必要性、有効性が認められる
か

 1　組織の強化、事業力の向上に向けて将来永続的に対応できる組織体制の整備
 2　事業推進を図るうえでの自主財源の確保                                                                                                                             
 3　プロパー職員の採用・育成


